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今
年
一
月
、
札

幌
医
科
大
学
附
属

病
院
脳
神
経
外
科

で
、
日
本
で
初
め

て
の
治
療
法
の
臨

床
試
験
が
始
ま
っ

た
。
そ
れ
は
、
脳

梗
塞
で
傷
つ
い
た

脳
の
神
経
を
、
自
ら
の
細
胞
で

再
生
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
で

あ
る
。
骨
髄
の
幹
細
胞
と
呼
ば

れ
る
細
胞
を
体
内
か
ら
取
り
出

し
培
養
、
患
者
の
血
管
に
注
入

す
る
と
、
傷
つ
い
た
脳
の
神
経

が
再
生
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
自
ら
の
骨
髄
の
細
胞
を

使
っ
た
再
生
治
療
は
、
脳
だ
け

で
な
く
心
臓
で
も
始
ま
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
で
は
心
筋
梗
塞
患

者
が
骨
髄
の
細
胞
で
治
療
を
行

い
、
傷
つ
い
た
心
筋
細
胞
が
復

活
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
る
ま

で
に
回
復
し
て
い
る
。

　

ま
た
先
日
、
ヒ
ト
の
皮
膚
細

胞
か
ら
『
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に
分

化
で
き
る
「
万
能
細
胞
」
を
作

る
こ
と
に
』
京
都
大
学
再
生
医

科
学
研
究
所
の
山
中
伸
弥
教
授

ら
が
初
め
て
成
功
し
た
。

　

培
養
条
件
を
変
え
る
こ
と
に

よ
り
『
こ
の
細
胞
が
』
神
経
細

胞
や
心
筋
細
胞
な
ど
に
変
化
で

き
る
「
万
能
性
」
を
備
え
た
「
人

工
多
能
性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
）
」
だ
と
確
認
さ
れ
た
。

　

人
体
に
秘
め
ら
れ
た
再
生
力

に
は
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
さ

せ
る
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｈ
）

パノラマ

H19.10.16

　

去
る
平
成
一
九
年
十
月
一
六

日
（
火
）
に
大
阪
歯
科
大
学
歯

科
保
存
学
講
座
の
吉
川
一
志
先

生
を
講
師
に
招
き
、
「
歯
科
治

療
へ
の
レ
ー
ザ
ー
の
応
用
・
そ

れ
ぞ
れ
の
レ
ー
ザ
ー
の
特
徴
」

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

吉
川
先
生
は
、
多
く
の
レ
ー
ザ

ー
に
対
し
て
、
基
礎
的
な
研
究

か
ら
臨
床
応
用
ま
で
幅
広
く
て

が
け
て
お
ら
れ
、
そ
の
ご
経
験

か
ら
各
レ
ー
ザ
ー
の
長
所
・
短

所
を
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
実

践
に
即
し
た
内
容
で
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
ご
講
演
で
は
、
ど

の
よ
う
な
治
療
に
お
い
て
も
患

者
さ
ん
の
症
状
を
改
善
す
る
こ

と
が
目
的
と
な
る
た
め
、
ど
の

種
類
の
レ
ー
ザ
ー
を
ど
の
よ
う

に
使
用
す
る
か
を
決
定
す
る
上

で
、
診
断
が
最
も
重
要
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、

大
き
く
二
つ
に
分
け
て
波
長
の

短
い
レ
ー
ザ
ー
（
半
導
体
、
Ｎ

ｄ
・
Ｙ
Ａ
Ｇ
な
ど
）
と
長
い
レ

ー
ザ
ー
（
炭
酸
ガ
ス
、
Ｅ
ｒ
・

Ｙ
Ａ
Ｇ
な
ど
）
と
で
、
組
織
浸

透
度
や
熱
温
度
、
色
に
対
す
る

反
応
な
ど
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

軟
組
織
処
置
に
適
し
て
い
る
レ

ー
ザ
ー
と
硬
組
織
処
置
に
適
し

て
い
る
レ
ー
ザ
ー
と
が
あ
る
こ

と
を
示
さ
れ
た
。

　

照
射
方
法
に
お
い
て
も
、
連

続
照
射
と
断
続
照
射
と
で
は
熱

の
蓄
積
量
が
異
な
る
こ
と
や
、

断
続
照
射
で
あ
っ
て
も
そ
の
効

果
が
う
ま
く
発
揮
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
る
な
ど
、
使
用
説
明
書

に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
臨
床

上
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
述
べ
ら

れ
た
。
最
後
に
、
臨
床
の
進
歩

と
い
う
の
は
「
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
」
「
今
ま
で
で
き
て
い
た

こ
と
が
よ
り
安
全
に
行
え
る
」

「
治
療
結
果
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
が
前
提
で
期
間
が
短
く
な
る
」

と
い
う
三
点
か
ら
評
価
す
べ
き

で
あ
る
が
、
レ
ー
ザ
ー
の
現
状

は
、
こ
の
二
点
目
、
三
点
目
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て

締
め
く
く
ら
れ
た
。
最
新
の
情

報
や
具
体
的
な
用
い
方
も
含
め

た
ご
講
演
で
、
会
員
に
と
っ
て

非
常
に
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ

た
。
（
学
術
部
・
浦
野
智
記
）

学
術
講
演
会

「
歯
科
治
療
へ
の
レ
ー
ザ
ー
の
応
用

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ー
ザ
ー
の
特
徴
」

　

去
る
平
成
一
九
年
十
月
三
〇

日
（
火
）
、
梅
田
玉
姫
殿
に
て

府
歯
指
導
型
医
療
保
険
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
講

師
に
府
歯
医
療
保
険
担
当
常
務

理
事
の
近
森
先
生
を
お
招
き
し
、

「
保
険
診
療
の
手
引
き
」
の
後

半
を
中
心
に
解
説
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

冒
頭
に
黒
川
会
長
が
挨
拶
に

立
ち
、「
明
日
の
診
療
に
役
立
つ

よ
う
、講
義
を
上
手
に
聞
き
取

ろ
う
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
義
内
容
は
「
保
険
診
療
の

手
引
き
」
に
沿
っ
て
多
岐
に
渡

り
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

早
見
表
・
一
覧
の
活
用
も
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
個
別
指

導
に
対
す
る
守
り
と
し
て
、
カ

ル
テ
、
Ｄ
Ｈ
業
務
記
録
、
技
工

指
示
書
お
よ
び
納
品
書
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
カ
ラ
ー
写
真
、
模
型

お
よ
び
平
衡
測
定
（
特
に
６
歯

以
上
の
Ｂ
ｒ
）
、
材
料
の
納
品

伝
票
、
領
収
書
、
情
報
提
供
文

書
の
重
要
性
に
つ
い
て
解
説
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
高
麗
副
会
長
が
「
保

険
の
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
て
戦
略

的
に
頑
張
ろ
う
。
」
と
述
べ
ら

れ
、
充
実
し
た
講
習
会
を
終
え

ま
し
た
。

（
医
療
保
険
部
・
中
谷
徹
記
）

H19
10.30

医
療
保
険
講
習
会（
府
歯
指
導
型
）
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先
日
、
三
代
目
で
あ
る
と
い

う
歯
科
医
が
子
供
を
歯
科
医
に

す
べ
き
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る

と
い
う
話
を
さ
れ
、
心
が
痛
み

ま
し
た
。
わ
が
国
の
歯
科
医
療

は
崩
壊
し
始
め
て
い
る
の
か
な

と
感
じ
ま
す
。
長
期
的
視
野
を

欠
い
た
歯
科
医
師
増
や
医
療
は

市
場
経
済
原
理
に
は
な
じ
ま
な

い
の
に
、
財
政
だ
け
を
問
題
に

し
た
度
重
な
る
医
療
費
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
が
行
わ
れ
、
患
者
負

担
も
増
え
る
一
方
で
す
。
な
の

に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
完
全
義

務
化
等
、
さ
ら
な
る
医
療
制
度

改
悪
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

北
歯
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法
の
第

一
条
冒
頭
部
分
は
「
和
を
以

て
貴
し
と
為
し
、
忤
う
こ
と
無

き
を
宗
と
為
よ
。
」
で
す
が
第

十
七
条
の
冒
頭
部
分
は
「
夫

れ
事
は
独
り
断
ず
可
か
ら
ず
。

必
ず
衆
と
共
に
宜
し
く
論
ず

べ
し
。
」
と
あ
り
ま
す
。
我
々

も
声
を
上
げ
て
窮
状
を
訴
え
つ

づ
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

幸
い
今
回
の
参
院
選
で
は
、

職
域
代
表
を
国
会
に
送
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会
員
の
声
を

反
映
し
て
の
活
躍
を
期
待
し
て

止
み
ま
せ
ん
。
ま
た
府
歯
で
は

機
会
あ
る
ご
と
に
、
要
望
書
等

を
出
し
続
け
て
頂
い
て
い
る
こ

と
は
大
変
有
難
い
事
だ
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
、
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
ひ
と
つ
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
（
法
令
順
守
）
で
す
。
国
会

議
員
の
事
務
所
費
問
題
等
、
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
所
で
問
題
が
噴

出
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
〇
年
ま
で
、
日
本

株
式
会
社
と
揶
揄
さ
れ
な
が

ら
も
、
経
済
成
功
モ
デ
ル
で

あ
っ
た
日
本
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
る
黒
船
に
揺

さ
ぶ
ら
れ
て
、
除
々
に
市
場

経
済
原
理
に
席
巻
さ
れ
て
来

ま
し
た
。
企
業
や
組
織
へ
の

忠
誠
心
も
薄
れ
、
「
黙
秘
の
徳
」

も
死
語
と
な
り
、
世
の
中
の

不
祥
事
の
発
端
も
内
部
か
ら

の
リ
ー
ク
に
よ
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。 

　

最
近
、
病
院
で
は
「
医
療
事

故
謝
罪
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
導
入

す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
た
そ

う
で
す
が
、
医
療
事
故
が
発
生

し
た
と
き
は
、
「
隠
さ
な
い
、

ご
ま
か
さ
な
い
、
逃
げ
な
い
」

姿
勢
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

当
然
、
我
々
も
内
に
向
か

っ
て
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

に
気
を
配
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

他
方
、
外
に
向
か
っ
て
は
、

日
本
の
平
均
寿
命
が
示
す
よ

う
に
世
界
に
冠
た
る
素
晴
ら

し
い
国
民
皆
保
険
制
度
を
崩

壊
さ
せ
、
医
療
担
当
者
の
声

を
反
映
し
な
い
理
不
尽
な
医
療

制
度
改
悪
に
は
、
一
致
団
結
し
、

声
を
上
げ
て
反
対
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

H19
11.15

H19
7.26

H19.10.27

北
区
み
ん
な
の

健
康
ま
つ
り

医
療
制
度
改
悪
と

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
　
　
　
　
　

副
会
長　

中
谷　

勝

論説

医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

医
療
管
理
講
習
会

　

平
成
一
九
年
十
一
月
一
五
日

（
木
）
、
午
後
七
時
よ
り
梅
田

玉
姫
殿
に
於
い
て
医
療
管
理
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
府
歯
医
業
管
理
担
当

理
事
久
山
晃
司
先
生
を
お
招
き

し
、
「
歯
科
診
療
所
に
お
け
る

医
療
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
」

と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

歯
科
診
療
所
に
お
け
る
医
療

安
全
対
策
に
は
四
つ
の
柱
が
あ

り
、
1
安
全
管
理
の
た
め
の
体

制
の
確
保
2
院
内
感
染
対
策
の

た
め
の
体
制
の
確
保
に
係
る
措

置
3
医
薬
品
に
係
る
安
全
確
保

の
た
め
の
体
制
の
確
保
に
係
る

措
置
4
医
療
機
器
に
係
る
安
全

確
保
の
た
め
の
体
制
の
確
保
に

係
る
措
置
を
丁
寧
に
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
時
局
と
し
て
レ
セ
プ
ト

オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
つ
い
て
も
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
四
〇
名
で
し
た
。

（
医
療
管
理
部
・
中
川
晴
彦
記
）

　

去
る
平
成
一
九
年
十
月
二
七

日
（
土
）
、
北
区
民
セ
ン
タ
ー

に
て
第
一
九
回
北
区
み
ん
な
の

健
康
ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
健
康
イ
チ
バ

ン
、
元
気
が
イ
チ
バ
ン
」
。
小

雨
が
時
々
ぱ
ら
つ
く
生
憎
の
天

気
だ
っ
た
が
例
年
の
よ
う
に
多

く
の
来
場
者
が
会
場
を
埋
め
尽

く
し
た
。

　

歯
科
の
コ
ー
ナ
ー
は
歯
科
技

工
の
陳
列
が
今
回
は
見
送
ら
れ

た
が
、
歯
科
相
談
や
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
は
例
年
通
り
行
わ
れ

た
。
た
だ
医
科
の
コ
ー
ナ
ー
の

順
番
待
ち
に
時
間
を
取
ら
れ
た

方
が
多
く
歯
科
ま
で
来
る
時
間

が
な
か
っ
た
方
が
お
ら
れ
た
よ

う
だ
。
約
一
五
〇
人
が
歯
科
コ

ー
ナ
ー
に
来
ら
れ
、
う
ち
五
名

の
八
〇
二
〇
運
動
達
成
者
が
お

ら
れ
た
。
そ
の
五
名
の
方
に
は

当
支
部
よ
り
記
念
品
を
お
送
り

す
る
予
定
で
あ
る
。

（
地
域
医
療
部
・
木
下
秀
人
記
）

　

平
成
一
九
年
七
月
二
六
日（
木
）、

北
区
歯
科
医
師
会
事
務
所
に
お

い
て
医
療
保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が

開
催
さ
れ
、
一
八
名
の
先
生
方

の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
今

回
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
新
た
な
試

み
と
し
て
、
一
枚
の
パ
ノ
ラ
マ

レ
ン
ト
ゲ
ン
と
そ
の
症
例
概
要

を
基
に
、
保
険
請
求
の
考
え
方

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。
症
例
概
要
は

以
下
の
如
く
で
す
。
「
約
十
年

前
に
左
下
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治

療
お
よ
び
全
顎
治
療
を
他
医
院

で
し
た
が
、
約
一
年
前
に
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
の
被
せ
が
脱
離
し
食

事
が
で
き
な
い
。
右
側
で
食
事

を
し
て
い
た
ら
右
下
の
奥
歯
も

痛
く
な
っ
て
き
た
。
今
回
は
保

険
で
入
れ
歯
を
作
っ
て
ほ
し
い
。」

　

多
岐
に
わ
た
り
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、代
表
的
な
も
の
は
処
置

に
対
す
る
傷
病
名
、Ｐ
処
の
特
定

薬
剤
、複
数
の
手
術
を
同
時
に
行

っ
た
時
の「
主
た
る
処
置
」の
解
釈
、

同
ブ
ロ
ッ
ク
の
Ｓ
Ｒ
Ｐ
と
Ｆ
Ｏ
Ｐ
の

取
り
扱
い
、Ｈ
ｙ
ｓ
、歯
牙
移
植
、

歯
牙
再
植
、歯
根
端
切
除
、領
収

書
の
取
り
扱
い
等
々
で
し
た
。

　

医
療
保
険
部
で
は
、会
員
相

互
に
本
音
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

き
る
場
と
し
て
今
後
も
「
医
療

保
険
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開
催
し
て

参
り
ま
す
。多
数
の
先
生
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

（
医
療
保
険
部
・
中
谷
徹
記
）
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高
垣
雄
二
郎
先
生
お
別
れ
会

平
成
一
九
年
六
月
二
十
三
日
死
去

御
略
歴　

大
正
五
年
十
月
五
日
生

　
　
　
　

昭
和
十
六
年
大
阪
歯
科
医
学
専
門
学
校
卒
業

御
自
宅　

神
戸
市
東
灘
区
本
山
北
町
六
ー
一
五
ー
二

　

突
然
の
訃
報
、
本
当
に
唐
突

で
、
暫
し
我
が
耳
を
疑
っ
た
。

　

竹
ち
ゃ
ん
と
は
昭
和
四
十
年

半
ば
よ
り
、
本
当
に
色
々
な
こ

と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

昭
和
四
十
四
年
現
在
地
に
診

療
所
を
開
設
さ
れ
て
以
来
三
十

八
年
、
地
域
の
人
々
に
信
頼
も

厚
く
、
又
「
タ
フ
ガ
イ
」
の
彼
、

多
く
の
方
々
に
慕
わ
れ
た
。

　

こ
の
「
ほ
く
し
」
の
生
み
の

親
で
あ
り
、
昭
和
四
十
六
年
丁

度
彼
の
三
巡
目
の
亥
年
、
編
集

長
と
し
て
立
派
な
雑
誌
形
式
の

「
ほ
く
し
」
創
刊
号
を
発
刊
。

当
時
の
メ
ン
バ
ー
は
故
清
光
淳

夫
、
中
西
國
男
、
黒
川
森
夫

各
位
と
小
生
と
共
に
、
会
員

の
声
「
ふ
た
こ
と
み
こ
と
」
、

会
員
家
族
の
「
う
ち
の
ト
ウ
ち

ゃ
ん
」
等
心
温
ま
る
な
ご
や
か

な
も
の
で
、
現
在
や
が
て
一
八

〇
号
に
な
ら
ん
と
す
る
歴
史
、

次
の
年
男
ま
で
も
う
少
し
頑
張

っ
て
ほ
く
し
と
共
に
楽
し
く
生

き
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
た

亥
年
六
巡
目
の
彼
、
お
先
に
次

の
世
へ
。

　

又
大
阪
府
歯
科
医
師
会
理
事
、

代
議
員
等
数
々
の
要
職
を
歴
任
、

特
に
障
害
者
治
療
に
勢
力
的
に

尽
力
、
種
々
の
表
彰
も
受
け
、

又
、
第
十
三
回
日
本
障
害
者
歯

科
学
会
で
は
大
会
長
と
し
て
重

責
を
果
す
等
、
障
害
者
歯
科
治

療
の
発
展
に
多
大
の
功
績
は
広

く
関
係
各
位
の
等
し
く
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
昨
年
に
は
旭
日
双
光
賞
を

授
章
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
名
誉

あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
方
家
庭
に
あ
っ
て
は
ご
令

室
を
深
く
い
つ
く
し
み
、
四
名

の
可
愛
い
ヽ
孫
達
に
も
恵
ま
れ
、

余
暇
に
は
二
十
年
以
上
に
渡
っ

て
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

で
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
製
作

に
も
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
。
ま

だ
ま
だ
遣
り
残
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
本
当

に
や
る
せ
な
い
。
空
し
い
気
持

で
い
っ
ぱ
い
だ
。
心
か
ら
の
ご

冥
福
を
祈
る
。

「
竹
ち
ゃ
ん
ど
う
か
や
す
ら

か
に
」

　

蒼
く
晴
れ
渡
っ
た
晴
天
の
下
、

平
成
一
九
年
八
月
一
八
日（
土
）、去

る
六
月
二
十
三
日
ご
逝
去
さ
れ

た
故
高
垣
雄
二
郎
先
生
の
お
別

れ
の
会
が
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
に
て

し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
歯
科
界
に
留
ま
ら
ず
、
各

界
よ
り
多
数
の
方
々
が
出
席
さ

れ
、
各
々
一
輪
の
菊
花
を
手
に

会
場
中
央
に
飾
ら
れ
た
ご
遺
影

の
前
で
最
後
の
お
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
献
花
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

高
垣
雄
二
郎
先
生
は
昭
和
三

二
年
よ
り
六
年
間
に
亘
り
、
大

阪
北
区
歯
科
医
師
会
会
長
を
お

勤
め
に
な
る
と
と
も
に
、
昭
和

四
八
年
よ
り
八
年
間
は
大
阪
府

歯
科
医
師
会
副
会
長
と
し
て
の

任
に
就
か
れ
、
歯
科
医
師
会
に

多
大
な
ご
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
鉄
道
に
対
す
る
愛

好
心
は
趣
味
の
域
を
越
え
て
、

日
本
の
み
な
ら
ず
国
際
的
な
鉄

道
事
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
ご
出
身
校
で
あ
る
甲
陽
学

院
の
同
窓
会
会
長
も
引
き
受
け

ら
れ
、
若
人
の
育
成
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

晩
年
は
大
阪
北
区
歯
科
医
師

会
が
開
催
す
る
「
み
お
つ
く
し

の
会
」
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

お
元
気
な
お
姿
を
拝
見
で
き
る

こ
と
を
執
行
部
一
同
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
し
た
。
大
阪
北
区

歯
科
医
師
会
の
み
な
ら
ず
、
各

界
の
多
く
の
方
々
に
と
っ
て
、高

垣
先
生
の
ご
逝
去
は
大
変
大
き

な
痛
手
で
は
あ
り
ま
す
が
、長
年

に
亘
る
ご
貢
献
に
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
福
祉
II
部
・
野
口
秀
夫
記
）

　

六
月
二
十
三
日
、
先
生
の
ご

逝
去
の
訃
報
受
け
、
そ
の
十
日

程
前
に
柔
和
な
先
生
の
お
顔
に

接
し
、
そ
れ
じ
ゃ
夏
風
邪
を
引

か
ぬ
様
に
ま
た
転
ば
ぬ
様
に
と

お
別
れ
し
た
ば
か
り
、
御
令
息

の
お
話
に
よ
れ
ば
ご
逝
去
の
三

日
ば
か
り
前
よ
り
居
眠
り
状
態

が
続
き
、
黄
泉
の
国
へ
と
旅
立

た
れ
た
と
の
事
、
高
垣
先
生
ら

し
い
心
の
乱
れ
も
な
く
安
ら
か

な
大
往
生
の
ご
様
子
だ
っ
た
と

伺
い
ま
し
た
。
私
が
甲
子
園
の

甲
陽
学
院
に
入
学
し
た
時
先
生

は
先
輩
と
し
て
在
籍
し
て
居
ら

れ
、
そ
れ
以
来
同
じ
コ
ー
ス
を

歩
ん
で
来
ま
し
た
。
先
生
は
趣

味
豊
か
で
あ
り
ま
す
が
中
学
時

代
は
音
楽
部
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
、
終
に

は
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
を
結
成

し
そ
の
指
揮
を
さ
れ
、
学
藝
会

（
文
化
祭
）
は
勿
論
、
全
関
西

ハ
ー
モ
ニ
カ
競
演
会
を
大
阪
市

北
区
中
之
島
の
中
央
公
会
堂
で

競
演
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
大
阪

中
央
放
送
局
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
か
ら
放

送
さ
れ
、曲
目
は「
ペ
ル
シ
ャ
の
市

場
に
て
」「
行
進
曲
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

「
行
進
曲
旧
友
」「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞

曲
」
は
得
意
の
曲
だ
っ
た
の
か
よ

く
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
い
〜
七
十
年
前
の
中
学
時

代
の
記
憶
を
辿
り
在
り
し
日
の

先
生
を
偲
び
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

「
朝
早
く
親
し
き
友
の
訃
報
受

く
喪
服
の
様
な
黒
揚
羽
飛
ぶ
」

「
か
く
ば
か
り
静
け
き
も
の
か

六
甲
の
山
並
静
か
青
き
月
の
夜
」

「
友
送
る
お
別
れ
会
に
懐
か
し

き
少
年
の
日
を
思
い
出
し
た
り
」

『
高
垣
雄
二
郎
先
生
ご
逝
去
』

　
　
　
　

班
外　

青
山　

敏
男

『
竹
ち
ゃ
ん
を
偲
ぶ
』

　
　
　
　

第
１０
班　

西
川　

亨

平
成
一
九
年
十
月
二
十
二
日
死

去
　

御
略
歴

昭
和
十
年
二
月
二
十
三
日
生

昭
和
三
四
年
大
阪
歯
科
大
学
卒
業

　

御
自
宅

池
田
市
旭
丘
三
ー
十
一
ー
二
十
一

訃　

報

竹花　一  先生



ほ　く　し （４）第１７９号

　

今
年
最
後
の
ほ
く
し
発
行
で
す
。

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

1
班
・
坂
本　

一
彦

（
大
歯
大
・
平
成
１４
年
卒
）

（
診
）（
財
）住
友
病
院
口
腔
顎

　
　
　

セ
ン
タ
ー

　
　
　

中
之
島
五
ー
三
ー
二
〇

　

電　

六
四
四
三
ー
一
二
六
一

　

Ｆ　

六
四
四
四
ー
三
九
七
五

（
自
）
大
阪
市
西
区
南
堀
江
四
ー

　
　
　
　
二
二
ー
一
ー
六
〇
五

　

電　

四
八
六
七
ー
三
二
二
八

　

Ｆ　

四
八
六
七
ー
三
二
二
八

11
班
・
竹
花　

功

（
大
阪
大
・
平
成
５
年
卒
）

（
診
）
竹
花
歯
科
医
院

　
　
　

梅
田
一
ー
三
ー
一
ー
二
〇
〇

　
　
　

大
阪
駅
前
第
一
ビ
ル
二
Ｆ

　

電　

六
三
四
一
ー
七
六
〇
四

　

Ｆ　

六
三
四
一
ー
七
六
〇
四

（
自
）
池
田
市
旭
丘
三
ー
一
一

　
　
　

ー
二
七
ー
Ｂ

　

電　

〇
七
二
ー
七
六
二
ー
〇
一
七
九

　

Ｆ　

〇
七
二
ー
七
六
二
ー
〇
一
七
九

12
班
・
吉
田　

健
二

（
大
阪
大
・
平
成
１４
年
卒
）

（
診
）
医
療
法
人
デ
ン
タ
ル
ク

　
　
　

リ
ニ
ッ
ク
デ
コ
ー
ル

　
　
　

梅
田
二
ー
二
ー
二
二

　
　
　

ハ
ー
ビ
ス
エ
ン
ト
六
Ｆ

　

電　

六
三
四
二
ー
四
六
一
八

　

Ｆ　

六
三
四
二
ー
四
六
一
九

（
自
）
大
阪
市
生
野
区
田
島
五
ー
九
ー
二
三

　

電　

六
七
五
四
ー
七
一
四
九

12
班
・
六
人
部　

慶
彦

（
朝
日
大
・
昭
和
６１
年
卒
）

（
診
）
む
と
べ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

堂
島
二
ー
三
ー
七
シ
ン

　
　
　

コ
ー
ビ
ル
一
Ｆ

　

電　

四
九
八
一
ー
五
四
八
三

　

Ｆ　

四
九
八
一
ー
五
四
八
三

（
自
）
豊
中
市
柴
原
町
三
ー
八
ー
三
三

　

電　

六
八
四
六
ー
三
六
七
七

　

Ｆ　

六
八
四
六
ー
三
六
七
七

新
入
会
員

福
祉
共
済
制
度
検
討
委
員
会
発
足

　

平
成
一
九
年
九
月
一
四
日（
金
）

午
後
七
時
三
〇
分
よ
り
北
区
歯

科
医
師
会
事
務
所
に
お
い
て
福

祉
共
済
制
度
検
討
委
員
会
が
黒

川
会
長
よ
り
諮
問
書
が
手
渡
さ

れ
発
足
し
た
。

　

委
員
長
に
は
橋
本
收
先
生
が
、

副
委
員
長
に
水
沼
和
夫
先
生
、

大
浦
常
務
理
事
が
選
出
さ
れ
、

委
員
に
は
高
麗
副
会
長
、
大
塚

専
務
理
事
、
野
口
常
務
理
事
、

佐
々
木
理
事
、
三
輪
理
事
、
槇

野
監
事
が
委
嘱
さ
れ
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
将
来
に
わ
た

り
同
制
度
が
無
理
な
く
運
営
さ

れ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
最
善
か
を
先
行
的
に
協
議
す

る
為
に
発
足
さ
れ
た
。

　

今
後
、
数
回
に
わ
た
り
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
協
議
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

H19.9.14

　

毎
年
恒
例
の
府
歯
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
本
年
度
よ
り
同

好
会
大
会
に
な
り
、
そ
の
第
一

回
が
平
成
一
九
年
九
月
一
六
日

（
日
）
、
秋
晴
れ
の
中
、
大
阪

歯
科
大
学
牧
野
（
学
舎
）
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

我
が
支
部
は
西
淀
川
区
支
部

と
対
戦
し
、
初
回
に
一
点
を
失

い
、
続
く
二
回
も
相
手
の
猛
攻

に
よ
り
六
点
を
追
加
さ
れ
る
と

い
う
苦
し
い
展
開
と
な
り
ま
し

た
。
三
回
や
っ
と
ペ
ー
ス
を
取

り
戻
し
三
点
を
返
し
ま
し
た
が
、

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
る
の
が
遅
く
、

終
わ
っ
て
み
れ
ば
三
対
十
三
で

敗
れ
ま
し
た
。
試
合
後
来
年
こ

そ
は
と
雪
辱
を
誓
う
面
々
で
あ

り
ま
し
た
。

府
歯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

H19
9.16

H19
11.9

会
員
懇
親
会
広
東
料
理
で

秋
を
楽
し
む
会

　

去
る
平
成
一
九
年
十
一
月
九

日
（
金
）
、
午
後
七
時
よ
り
梅

田
エ
ス
ト
内
「
神
戸
元
町
別
館

牡
丹
園
」
に
て
恒
例
の
会
員
懇

親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

黒
川
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

い
つ
も
お
元
気
な
安
田
良
三
先

生
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

お
料
理
の
内
容
は
伊
勢
海
老

の
オ
ー
ド
ブ
ル
、蟹
肉
入
り
フ
カ

ヒ
レ
ス
ー
プ
、カ
キ
の
広
東
風
お

好
み
焼
き
、神
戸
牛
の
広
東
風

ス
テ
ー
キ
な
ど
な
ど
豪
華
な
料

理
が
食
べ
切
れ
な
い
程
並
び
、秋

の
贅
沢
な
食
材
と
美
味
し
い
お

酒
に
皆
様
方
は
秋
の
夜
の
一
時

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

総
勢
三
九
名
の
先
生
方
に
お

集
り
頂
き
、
大
変
賑
や
か
で
楽

し
い
会
に
な
り
最
後
は
東
郷
副

会
長
の
閉
会
の
挨
拶
に
て
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
出
席
頂
い
た
先
生
方
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
福
祉
Ⅰ
・
高
畑
栄
夫
記
）


